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日米の緑地環境ホームページにおけるバリアフリー

情報開示の現状とその特徴
Examining Available information Related to Providing Access for People with Disab‖ ities on the

」apanese Parks and Outdoor Recreation Websitei Comparisons with United States Parks Website
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Abstract : Despite the benefits of outdOOr recreation and its importance tO well― being, natural settings are often not readily

accessible to people M′ith disabilities We examined available information related to providing access for people、vith disabilities by

surveying」 apanese and United States parks and recreation website The results call be summarized as f0110ws:1)MIost of U S

website prOvided pragmatic guidance information including facilities,trails,access barriers and activity―chOices 2)On the other

hand,available information On the」 apanese v′ebsite M′ere strongly biased to facilities related(especially restrooms and parking

lots),quite a few guidance on the access barriers and activity―choices  This tendency considered to be results fiom the lack of

user―based monitoring scheme for accessible outdoor recreation settings in Japan
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1.は じめに

身近な緑地環境にストレス軽減やリハビリテーションなど保健

福祉的な要素が求められることが多くなってきた。最近では森林

療法,園 芸療法なとの言葉も一般化し,少 子高齢化の進展i健 康

志向の高まりもあいまって, このような緑地環境と保健福祉との

連携はますます重要性を増していくと考えられる。

しかしながら,緑 地環境においては,環 境 ・景観保全による制

限やバリアフリー関連法の対象外となっていること等から一般的

にバリアフリー化はあまり進んでいない。移動の自由度を確保す

ることでおおよそのバリアフリー化が実現できる公共交通機関と

異なり,花 や景色を楽しむ,あ るいは遊具で遊ぶ, スポーツをす

る,な ど数多くの活動を多様な人々を対象にして支援する必要の

ある緑地環境の性質はそのバリアフリー化の実現を一層困難なも

のにしている。また,運 営の実際も緑地自体の管理に重点がおか

れる傾向が強いため,ソ フト面でも高齢者や障害者利用への配慮

がなされないことが多い。最近では,ユ ニバーサルデザインの概

念で設計や運営がなされている都市公園
2)やROS(Recreation

Opportunities Spectl・um)の 概念を基にしたバリアフリー化ガ

イドラインの適用などが報告されつつあるものの, このような先

進的な試みは新規の大規模施設にとどまる場合がほとんどである。

そのため,緑 地環境と保健福祉との連携の実際は設備の整った一

部の施設におけるピンポイント的な試みに限られることが多く,

移動や認知能力にハンディのある人々の多くは,依 然として緑地

環境に接する機会が大きく制限されている状況にある。
バリアフリー化に一定の制限がある環境の場合,関 連するバリ

アフリー情報の徹底的な開示が末端利用者の実質的な利便性向上

に大きく貢献できる。 しかしながら,緑 地環境におけるこのよう

なバリアフリー情報開示の取り組みは,対 象が幅広い管轄にまた

がる上,特 定のガイドラインも存在しないため,必 ずしも全容か

明らかではない。既往研究を概観しても,緑 地環境バリアフリー

に関する議論は主に建造物や園路におけるデザインの微細構造1)

や空間認知いに関するものが多く,情 報開示について包括的に調

べた事例は報告されていない。また,地 域を対象にしたバリアフ

リー情報開示に関してはヨンピュータ上でナビゲーションシステ

ムを構築した事例が報告されているが3), ここでも開示されてい

る情報の中身の精査は行われていない。そこで,本 研究では,司

法省管轄のADA(障 害のあるアメリカ人法)や USDA Forest

Service(米国農務省 ・森林部局)の ガイ ドラインによって屋外

環境バリアフリー化の推進か図られている米国と国内の主な緑地

環境を対象に, ホームページによるバリアフリー情報開示の取り

組みについて調査を行い,そ れらの特徴を考察したので報告する。

2.研 究方法

(1)ア プローチ

ここでは,ホ ームページによる緑地環境バリアフリー情報開示

の取り組みについて, どの組織から, どのような種類の情報が発

信されているのか,米 国と国内の比較を通して,そ の特徴を明ら

かにしてみたい。本研究の概要を図 1に示す。

そもそもバリアフリー情報とはどのような属性を備えている必

要があるのであろうか。いわゆる
`バ

リア
'と

は 「環境」と 「身

体能力」との関係性で決定されると考えられている3)。バリアの

大きさは利用者それぞれの身体能力やそこで何をするのかにより

変化するため,一 般的にバリアを一義的に定義することは困難で

ある。これらのことを踏まえると,バ リアフリー情報としては

1「 環境Jに かかわる基礎情報

2.障 害当事者から見て明らかな 「環境Jと 「身体能力」と

のギャップにかかわる情報

3「 環境Jと 「身体能力」のギャップを埋める手段にかかわ

る情報

の少なくとも3種類が必要とされる。ここでは, これらを1 ハ ー

ド, 2 利 用者の視点, 8 ソ フトとして換言し, 1 と しては

①施設全体のハー ド的バリアフリー化整備状況に関する記載,②
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